
サーメットチップとは、金属の炭化物や窒化物など硬質

化合物の粉末を金属の結合材と混合して焼結した材料で、

炭化チタン(TiC)や炭窒化チタン(TiCN)といったチタン

化合物を、ニッケル(Ni)やコバルト(Co)で結合したもの

が多く用いられています。

金属加工用のインサートチップであるサーメットチップは

タングステン(W)を含む超硬チップに比べて金属価値が

高くないことから、回収やリサイクル技術の開発が進んで

いません。
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インサートチップの使用状況

切削工具に使用されるインサートチップは、用途に応じて各種材質が存在しています。その中で、７～８割程度は

超硬合金ですが、その次にサーメットや高速度工具鋼が使用されています。

超硬合金は、レアメタルであるタングステンを使用しているため、積極的に回収されリサイクルされていますが、超

硬合金と一緒に回収されているサーメットは、産業廃棄物として処理されているのが現状です。

そのため、産業廃棄物として処分されている使用済みサーメットチップを、資源として有効活用するためのリサイ

クル技術の確立に取り組みました。この研究で開発された耐摩耗鋼板は、製錬所の鉱石粉砕機内の保護プレートと

して採用されています。

事業概要

サーメットチップとは
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従来の流れ リサイクルの流れ

令和３年度福岡県循環型社会形成推進功労者知事表彰受賞

令和４年度環型社会形成推進功労者環境大臣表彰受賞
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硬質であるサーメットを
短時間・低コストで破砕
する独自の技術を開発

サーメット破砕粒を分級し、鋼板等の
母材に溶接する技術を開発

製品化に成功!!

サーメット破砕粒を溶接した耐摩耗鋼板

溶着したサーメット破砕粒
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